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拙論「『常陸国風土記』文体特徴与漢文佛経――語体句式考辨」は、従来触れられ

ていない文体を、漢訳仏典との関連性から佛教語・口頭語・新語と四文字成語に分け

て論じたもの。 

「『和習』問題研究的瓶頸与突破--兼論佛経文体对日本上古文学的影響」では、通

説では和習的な表現だと誤認されている『日本書紀』の語法を、漢訳仏典の文体によ

るものだと論証した上で、和習問題の研究の視野を漢訳仏典という特別な文体にも向

ける必要性のあることを喚起した。 

「突破漢字固有表現的重囲— — 従『古事記』序文中的“切蛇”説起」ではなぜ『古

事記』序文では佐之男命の大蛇退治を、漢籍と仏典の「斬蛇」ではなく、「切蛇」の

二字で記さなければならない太安万侶の用字意識を問題とし、それは漢籍と仏典とも

異なる大和民族の伝説を残そうとする太安万侶の漢字固有表現の突破を図ったからだ

と指摘した。 

「 突破漢字固有表現的重囲— — 従『古事記』序文説起」では、さらに『古事記』序

文の字固有表現の突破の意識を、従来と異なって佛教語・口頭語と言語創造の面から

明らかにした。 

「苧環型説話の表現素材の変容とその源流」では中日韓の三カ国に流行っていた苧

環伝説に秘められている掛詞的な表現を、本草学の角度から解明を試みた。 

「『日本書紀』与漢文仏経文体的比較研究」は『日本書紀』における四文字語句の

出典を、具体的な内容に沿いつつ漢訳仏典に求めた。 

「『日本書紀』の文体と漢訳仏典――話し言葉としての句式を中心に」では新たに

発掘された口語性のある四文字語句の受容を手がかりに、漢訳仏典の影響を指摘し、

その文章表現史の意義を提起した。 

拙著『日本上代文学＜和習＞問題研究』は荻生徂徠のマイナス的な和習論とは反対

に、『古事記』『日本書紀』『懐風藻』『万葉集』『風土記』という五つの作品を例

に、和習こそ上代びとの独自性と創造性をみごとに示したものだと体系的に論述した

ものである。 
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